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熊本発！ ソーシャルビジネス始動

人と育む、地球といきる

スモールビジネス×フェアな関係が社会を変える
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SDGs
今月の

オイスカ活動とSDGs

　SDGs（持続可能な開発目標）は、2030年
までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目
標で、「誰一人取り残さない」をスローガンとし
ています。
　17のゴールの多くは、オイスカが目指すも
のと合致しており、オイスカは、SDGsが声高
に叫ばれるずっと前から、その達成に向けた啓
発活動や具体的な実践活動に取り組んできたと
いえます。オイスカの目指すものが、世界全体
が取り組むべき目標として、一人ひとりにアク
ションを促すムーブメントへとつながってきた
流れを歓迎します。
　しかし、SDGsという言葉が認知され始めて
はいるものの、目標達成のためのアクションが
広く一般にまで浸透しているとは言い難い状況
で、個人、法人を問わず、「何をしたらいいのか
分からない」という声が聞こえてきます。一方
で、SDGsを単なる一過性の流行のように受け
止めたり、「SDGsウォッシュ」（適切なアクショ

ンがなされていないにもかかわらず、表面的に
はSDGsに取り組んでいるように見せかけてい
ることを批判する言葉）のような、ネガティブ
な印象を伴うものとして敬遠したりする姿勢が
あるのも事実です。
　創立60周年を迎えた昨年、オイスカはEBS
（Eco-System based Solution ／自然を守
り育み、その力を活用した取り組み）とBBS
（Business based Solution ／ビジネスセクタ
ーとのパートナーシップとソーシャルビジネス）
を活動の柱とした10ヵ年計画を発表しました。
2030年を達成期限とするSDGsと同じ歩みを
進める10ヵ年計画では、オイスカ独自の計画
や目標達成に向けた行動が、これまでと同様に
SDGsの達成にも貢献するものとなるように取
り組んでいきます。
　次号からは、「今月のSDGs」のコーナーで、  国
内外のオイスカのさまざまな取り組みをSDGs
の17のゴールと紐づけて紹介していきます。
　

～誰一人取り残さない17のゴールを目指して～
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、  
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際NGOです。
現在、41の国と地域にネットワークを持って活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。  
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

OISCA NEWS
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心
の
中
の
天
使

　

一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
発
効
し
、
日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
日
で
す
。
そ
の
日
、
日
本

と
イ
ン
ド
は
国
交
を
樹
立
し
、
今
年
は
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
首
相
は
、
そ
の
時
、  

日
本
に
対
す
る
戦
争
の
賠
償
請
求
権
を
す
べ
て
放
棄
し
ま
し
た
。  

そ
れ
よ
り
前
の
、
一
九
四
九
年
に
は
敗
戦
後
の
日
本
の
子
供
た
ち

を
励
ま
す
た
め
に
、
上
野
動
物
園
に
一
頭
の
象
を
贈
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
親
日
と
い
う
言
葉
以
上
の
温
か
み
を
感
じ
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
が
発
足
し
て
間
が
な
い
頃
、
イ
ン
ド
で
は
旱
魃
が
続

き
食
糧
不
足
で
大
勢
の
人
が
餓
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
支
援

を
求
め
ら
れ
た
創
立
者
は
、
一
九
六
六
年
の
五
月
に
第
一
次
農
業

開
発
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月
、
イ
ン
ド
国
国
会
議
員

サ
ビ
ト
リ
・
ニ
ガ
ム
女
史
が
オ
イ
ス
カ
イ
ン
ド
総
局
の
ビ
ッ
グ
氏

と
と
も
に
来
日
。
講
演
の
中
で
、
女
史
は
「
農
業
技
術
者
の
派
遣

に
深
く
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
最
後
に
イ
ン
ド
建
国
の
父
と

言
わ
れ
て
い
る
ガ
ン
ジ
ー
翁
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
が
ま
だ
少
女
で
あ
っ
た
頃
、
ガ
ン
ジ
ー
に
次
の
よ
う
な
質

問
を
し
た
。〝
世
の
中
に
悪
魔
が
い
る
と
す
れ
ば
、
一
体
ど
う
い
う

人
が
、
或
い
は
ど
ん
な
形
を
し
た
も
の
が
悪
魔
な
の
で
し
ょ
う
か
〞。

ガ
ン
ジ
ー
は
〝
悪
魔
と
か
、
天
使
と
か
い
う
も
の
は
、
同
じ
人
間

の
心
の
中
に
住
ん
で
い
る
。
悪
魔
が
強
い
力
を
持
っ
て
い
る
と
き

は
そ
の
人
は
悪
魔
に
な
る
。
天
使
の
力
が
強
く
な
っ
た
と
き
は
そ

の
人
は
本
当
に
天
使
の
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
常
に
自
分
の
心

の
中
で
悪
魔
と
天
使
と
の
戦
い
を
行
い
、
見
極
め
、
常
に
天
使
の

力
に
加
担
し
、
自
分
自
身
が
天
使
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
〞
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
た
ち
は
自
分
の
こ
と

ば
か
り
考
え
ず
、
子
供
の
こ
と
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
全
体
、
或

い
は
よ
り
よ
き
世
界
を
築
く
た
め
に
自
分
の
心
の
中
の
天
使
を
育

て
た
い
も
の
で
す
」
と
。

　

利
他
の
精
神
に
通
じ
る
、
ガ
ン
ジ
ー
翁
の
こ
の
言
葉
を
か
み
し

め
た
い
も
の
で
す
。
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「１時間では足りない」という声も聞かれた

海
外

国
内

国
内

コロナ禍で帰国ができず、前年度から研修期間を延長した研修生も
いた（前列左から2人目と4人目）。帰国を前に修了証を手にお世話に
なった先生方と（中部日本研修センター）

　

2
月
12
日
、
香
川
県
丸
亀
市
の

市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
マ
ル
タ

ス
で
、
オ
イ
ス
カ
中
讃
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
、
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー

で
研
修
を
担
当
す
る
フ
ァ
ビ
ア
ン
・

ミ
ン
ソ
ン
が
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

登
壇
。「
世
界
を
知
る　

〜
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
し
て
〜
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
母
国
マ
レ
ー

シ
ア
や
オ
イ
ス
カ
で
行
っ
て
い
る

持
続
可
能
な
農
業
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

定
員
は
15
名
と
少
な
く
設
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
距
離
を
取
り
な

が
ら
会
場
後
方
で
立
ち
見
を
す
る

人
も
出
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

ラ
ウ
ン
ジ
の
開
放
的
な
空
間
に
集

ま
っ
た
参
加
者
ら
は
、
飲
み
物
を

片
手
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

で
話
に
耳
を
傾
け
、
30
も
の
民
族

が
共
に
暮
ら
す
と
い
う
フ
ァ
ビ
ア

ン
の
ふ
る
さ
と
サ
バ
州
の
話
に
は
、

「
民
族
の
違
い
で
多
様
な
考
え
が

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は「
海
岸
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
写
真
パ
ネ
ル
も
展

示
さ
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
幅
広
い
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

南
ル
ソ
ン
州
立
大
学
と「
子
供
の

森
」
計
画（
以
下
、
C
F
P
）
の

推
進
や
若
い
世
代
の
人
材
育
成
な

ど
に
関
す
る
5
年
間
の
協
約
を
更

新
す
る
た
め
、
2
月
15
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
署
名
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

同
大
学
は
、
質
の
高
い
教
育
や

指
導
を
通
し
て
、
特
に
貧
困
の
撲

滅
や
地
球
環
境
の
持
続
と
い
っ
た

分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

目
標
に
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
環
境
保

全
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
オ
イ

ス
カ
と
理
念
を
共
に
し
て
い
ま
す
。  

こ
れ
ま
で
も
協
約
に
基
づ
き
、
日

本
か
ら
林
業
の
専
門
家
を
派
遣
し

て
講
義
を
行
っ
た
り
、
植
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
同
大
学

で
は
、
S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献

し
得
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
い
と
し
、
オ
イ
ス
カ
と
よ
り
連

携
を
深
め
た
教
育
活
動
を
展
開
す

る
た
め
、
協
約
を
更
新
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

署
名
式
に
は
、
同
大
学
の
ド
レ

ー
シ
ー
・
ゾ
レ
タ
ナ
ン
テ
ス
学
長

を
は
じ
め
副
学
長
ら
4
名
、
オ
イ

ス
カ
か
ら
は
永
石
安
明
事
務
局
長

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
石
橋
幸
裕
駐
在

代
表
な
ど
4
名
が
参
加
し
、
今
後

の
取
り
組
み
に
関
す
る
意
見
交
換

も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
的
、
技
術
的
な
連
携
を
進
め

な
が
ら
、
C
F
P
に
と
ど
ま
ら
ず
、

若
者
へ
の
農
業
研
修
や
国
際
交
流

な
ど
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

終
息
の
目
途
が
立
た
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
2
0
2
1

年
度
は
各
国
か
ら
来
日
を
予
定
し

て
い
た
研
修
生
、
技
能
実
習
生
の

入
国
が
叶
わ
ず
、
人
材
育
成
事
業

に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
国

の
方
針
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
多
く
の
国
で
は
出
入
国
を

厳
し
く
管
理
し
て
お
り
、
ま
た
運

航
便
数
の
制
限
な
ど
か
ら
、
研
修

生
、
技
能
実
習
生
の
出
入
国
が
困

難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

21
年
度
の
選
考
で
来
日
が
決
定

し
て
い
た
研
修
生
20
名
（
12
ヵ

国
・
地
域
）
の
う
ち
5
名
が
、
待

機
期
間
が
長
期
化
す
る
中
で
、
家

庭
の
事
情
や
日
本
国
内
の
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
へ
の
不
安
か
ら
訪
日
研

修
を
辞
退
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。  

ま
た
、
技
能
実
習
生
に
つ
い

て
も
、
93
名
の
入
国
が
滞
っ
て
お

り
、
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
た

企
業
や
農
家
か
ら
は
、「
で
き
る
だ

け
早
い
入
国
を
」
と
い
っ
た
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
は
、
条
件
付
き
で
新
規
外
国
人

の
入
国
を
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、

1
日
あ
た
り
の
人
数
を
5
千
人
と

定
め
て
お
り
（
3
月
1
日
現
在
）、

未
だ
入
国
の
見
込
み
は
不
透
明
な

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
研

修
生
や
実
習
生
の
入
国
が
実
現
し

た
の
ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
研
修
生

26
名
（
11
ヵ
国
）、実
習
生
88
名
（
5

ヵ
国
）
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

特
筆
す
べ
き
動
き
と
し
て
は
、
し

ば
ら
く
受
け
入
れ
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
、
元

日
本
大
使
北
原
巖
男
氏
の
推
薦
を

受
け
た
1
名
と
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
沙
漠
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
１
名
が
来

日
予
定
で
、
同
国
か
ら
は
初
の
研

修
生
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

　
　

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
オ
イ
ス
カ
活
動
を
紹
介

　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン

南
ル
ソ
ン
州
立
大
学
と
の
協
約
更
新

C
F
P
推
進
や
人
材
育
成
な
ど
で
協
力

　
　

人
材
育
成
事
業

今
年
度
の
研
修
生
・
実
習
生
来
日
の
見
通
し

1
1
4
名
の
入
国
に
向
け
準
備
が
進
む 
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ご覧いただけます。
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上野社長（右）からベルマークが贈呈された

市民や観光客など多くの来場者でにぎわった

国
内

国
内

国
内

※

本
年
度
か
ら
オ
イ
ス
カ
高
等
学
校
は
「
オ
イ

　

ス
カ
浜
松
国
際
高
等
学
校
」
に
名
称
変
更
し

　

ま
し
た

冬募金と
連動した活動現場

からのレポート動画は
こちらからご覧
いただけます

※

　

例
年
12
月
は
寄
付
月
間
と
い
う

こ
と
で
、
全
国
的
に
寄
付
の
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
お
り
、

オ
イ
ス
カ
も
寄
付
月
間
の
賛
同
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
各
種
発
信
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、  

同
事
務
局
が
募
集
し
て
い
た
賛
同

企
画
と
し
て
、
冬
募
金
を
展
開
す

る
に
あ
た
っ
て
の
ウ
ェ
ブ
報
告
会

を
登
録
。
連
動
企
画
と
し
て
募
金

募
集
期
間
中
に
、
活
動
現
場
か
ら

の
レ
ポ
ー
ト
動
画
を
9
本
公
開
し
、

S
N
S
を
通
じ
て
広
く
寄
付
の
呼

び
か
け
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
2
1
8
件
の
賛
同

企
画
の
中
の
5
件
に
選
出
さ
れ
、  

賛
同
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
を
受
賞
。
3

月
1
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
寄
付
月
間
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
内
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

「
継
続
的
な
動
画
の
配
信
に
よ
り
、

寄
付
月
間
を
盛
り
上
げ
、
寄
付
文

化
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
」
と
の
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
報
告
会
や
冬
募
金
の

企
画
、
実
施
の
中
心
と
な
っ
た

Global Sustainability M
ission

（
G
S
M
）
の
吉
田
俊
通
担
当
部

長
は
、「
22
年
度
も
寄
付
月
間
に
参

画
す
る
が
、
本
部
だ
け
で
は
な
く
、

オ
イ
ス
カ
の
全
国
の
支
部
な
ど
で

も
賛
同
パ
ー
ト
ナ
ー
に
登
録
し
て
、

独
自
の
企
画
で
参
画
で
き
た
ら
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
C
F
P
支
援

と
な
る
べ
ル
マ
ー
ク
回
収
へ
の
協

力
を
広
く
呼
び
か
け
て
お
り
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
べ
ル
マ
ー
ク
は
、

静
岡
県
に
あ
る
オ
イ
ス
カ
浜
松
国

際
高
校
が
窓
口
と
な
っ
て
支
援
申

請
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

2
月
16
日
に
は
、
地
元
企
業
2

社
か
ら
べ
ル
マ
ー
ク
が
同
校
に
届

け
ら
れ
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
㈱
中
部
圏
地
区
本
部
と
㈱
タ
カ

ラ
・
エ
ム
シ
ー
が
昨
年
夏
に
実
施

し
た
「
ベ
ル
マ
ー
ク
で
届
け
！　

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
！　

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
も
の
と
、
タ
カ
ラ
・
エ
ム
シ
ー

グ
ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
ム
」

を
含
む
全
店
舗
で
回
収
し
た
も
の

と
を
合
わ
せ
た
約
7
万
5
千
点
で

す
。

　

贈
呈
式
に
は
、
タ
カ
ラ
・
エ
ム

シ
ー
の
上
野
拓
代
表
取
締
役
社
長
、

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
中
部
圏
地
区

本
部
の
谷
井
光
一
本
部
長
、
同
静

岡
支
社
の
西
野
宏
支
社
長
が
出
席
。

学
校
か
ら
は
生
徒
会
役
員
や
べ
ル

マ
ー
ク
回
収
を
担
う
奉
仕
活
動
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
同
席
し
、  

全
校
生
徒
も
各
教
室
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
松
本
海
也
さ
ん
に

ベ
ル
マ
ー
ク
を
手
渡
し
た
上
野
社

長
か
ら
は
、「
社
会
貢
献
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。
私
た
ち
も
各
店
舗
に

べ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
箱
を
設
置
し

て
貢
献
し
た
い
」
と
、
心
強
い
エ

ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
21
年
度
の
友
愛
援
助
を

通
じ
た
C
F
P
支
援
は
、
70
万
円

（
オ
イ
ス
カ
浜
松
国
際
高
校
取
り

扱
い
分
は
52
万
円
）
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

寄
付
月
間
2
0
2
1

ウ
ェ
ブ
報
告
会
、
動
画
配
信
が
評
価
受
け

寄
付
月
間
賛
同
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
を
受
賞

　

長
野
県
支
部
中
信
推
進
協
議
会

は
、
2
月
26
・
27
日
の
両
日
、
松

本
市
浅
間
温
泉
の
わ
い
わ
い
広
場

に
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
12

月
に
台
風
の
被
害
を
受
け
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
へ
の
支
援

の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
支
部
は
、
ネ
グ
ロ
ス
島
で
進

む
オ
イ
ス
カ
の
国
際
協
力
活
動
を

長
年
に
わ
た
っ
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
特
に
養
蚕
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
は
、
県
内
で
集
め
た

中
古
の
蚕
具
を
整
備
し
て
送
っ
た

り
、
同
県
在
住
の
指
導
者
を
派
遣

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

バ
ザ
ー
は
、
台
風
の
被
害
状
況
に

心
を
痛
め
て
、
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
た
会
員
ら
が
、
品
物
集
め

や
当
日
の
接
客
に
あ
た
り
、
ネ
グ

ロ
ス
で
生
産
さ
れ
た
シ
ョ
ー
ル
な

ど
の
シ
ル
ク
製
品
も
販
売
さ
れ
ま

し
た
。  

開
催
に
向
け
、
場
所
の
手

配
や
品
物
な
ど
の
準
備
を
中
心
に

な
っ
て
担
っ
て
き
た
会
員
の
青
木

豊
子
さ
ん
は
、「
台
風
で
被
害
に
あ

っ
た
方
た
ち
の
生
活
が
早
く
元
に

戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
地
元

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
な
ど
に
も

笑
顔
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

長
野
県
支
部
中
信
推
進
協
議
会

ネ
グ
ロ
ス
台
風
被
災
地
の
復
興
を
願
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催

　
　

オ
イ
ス
カ
浜
松
国
際
高
校

地
元
企
業
が
べ
ル
マ
ー
ク
回
収
を
通
じ

社
会
貢
献
活
動
を
後
押
し
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四国研修センターの研修生とさまざまな形で交流

香川といえば
讃岐うどん！

執
り
、
昨
年
無
事
発
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
も
30
年
ほ
ど

前
に
勤
務
先
の
仕
事
で
オ
イ
ス
カ

と
関
わ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

オ
イ
ス
カ
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。

石
井
前
会
長
は
じ
め
、
オ
イ
ス
カ

で
知
り
合
っ
た
方
た
ち
と
の
ご
縁

で
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
青

年
会
の
メ
ン
バ
ー
は
ま
だ
20
名
程

度
で
す
が
、
新
し
い
芽
が
出
て
き

た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
が
中
心
に
な
っ
て
若
い
世
代
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
オ
イ
ス
カ
を

支
え
て
く
だ
さ
る
方
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
課
題
の
顕
在

化
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
四
国
支
部
も
同
じ
で
す
。  

一
つ
は
人
が
集
え
な
い
と
い
う
点
。

大
き
な
行
事
も
で
す
が
、
定
期
的

な
会
合
も
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。  

私
た
ち
は
初
代
の
佐
藤
忠
義
会
長

時
代
か
ら
、「
用
事
が
な
く
て
も
集

ま
る
」
こ
と
を
心
掛
け
、  

毎
月
常

任
幹
事
会
を
開
い
て
顔
を
合
わ
せ

て
き
ま
し
た
。
リ
ア
ル
に
会
っ
て

話
す
こ
と
で
お
互
い
に
元
気
を
も

ら
い
、「
も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
み
よ
う
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け

あ
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
会
合
は
で
き
ま
す
が
、  

や
は

り
画
面
越
し
で
は
、
そ
う
し
た
迫

力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
海
外
か
ら
の
研

修
生
の
入
国
が
で
き
な
い
た
め
、  

常
に
連
携
し
て
活
動
し
て
き
た
四

国
研
修
セ
ン
タ
ー
に
活
気
が
生
ま

れ
な
い
こ
と
。
普
段
な
ら
、
研
修

生
た
ち
が
ま
っ
す
ぐ
に
頑
張
る
姿

を
見
て
、
応
援
し
よ
う
と
い
う
人

も
増
え
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
う

し
た
機
会
も
な
い
こ
と
で
、
会
員

を
1
千
名
に
ま
で
増
や
そ
う
と
い

う
目
標
も
な
か
な
か
達
成
で
き
ず

に
い
ま
す
。

　

た
だ
、
課
題
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
行

事
が
で
き
な
か
っ
た
分
、
知
恵
を

出
し
て
、
新
し
い
動
き
も
出
て
き

ま
し
た
。
三
豊
市
で
桜
の
植
林
を

実
施
し
た
り
（
次
ペ
ー
ジ
で
詳
報
）、

こ
れ
ま
で
26
年
間
、「
山
・
林
・
S
U

N
（
さ
ん
り
ん
さ
ん
）
体
験
」と
し

て
活
動
し
て
き
た
、
ま
ん
の
う
町

の
尾
の
瀬
山
で
は
、
初
め
て
の
お

花
見
を
し
た
り
と
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
な
い
屋
外
で
の
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
も
大
き
な
活
動
は
、  

青
年
会
の
立
ち
上
げ
で
す
。
S
D

G
ｓ
の
推
進
な
ど
、
オ
イ
ス
カ
に

追
い
風
が
吹
い
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
若
い
世
代
が
中
心
に
な
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
、  

石
井
淑
雄
前
会
長
が
陣
頭
指
揮
を

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

今回は

四国支部

青
年
会
を
中
心
に

若
い
人
た
ち
に
活
動
の
輪
を
広
げ
た
い

四国支部　会長

泉  雅文

支部概要

　四国支部は香川県に事務所を置き、四国４県（香川、徳島、高知、愛媛）の９推進協
議会により構成されています。 発足は1993年４月。当時、四国経済連合会の会長を務め
ていた佐藤忠義氏が初代会長に就任し、海外植林支援およびボランティア派遣（96年か
ら主にインドネシア）のほか、香川県内にある四国研修センターで学ぶ研修生との交流
などを積極的に進めてきました。また、四国各県での森づくりにも継続的に取り組んで
います。
　現在会員数は986件（法人会員214／個人会員772）。会員を1000件にまで増やすことを
目標に掲げています。
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陽光桜、ソメイヨシノ、八重桜が植えられた

天
皇
誕
生
日
に

三
豊
市
で
桜
60
本
を
植
樹

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

下
草
刈
り
活
動
の
ご
案
内

四国研修センター  前所長　小野隆

E-m
ail : shikoku@

oisca.org

支部の情報はフェイス
ブックで発信しています。
ぜひご覧ください。

３種のお出汁！

　

皆
さ
ん
は
、
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃

岐
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
J
3

に
所
属
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
、

讃
岐
う
ど
ん
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
「
釜
玉
」
が
チ
ー
ム
名
に
入

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
、
カ
マ

タ
マ
ー
レ
讃
岐
は
、
来
年
秋
か
ら

三
豊
市
の
宝
山
湖
公
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
練
習
拠
点
と
す
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
現
在
、
宝
山
湖

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
が
進
み
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
宝
山
湖
公
園
内
で
、
天

皇
誕
生
日
の
2
月
23
日
、
三
豊
推

進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
桜
の

木
を
植
え
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、
オ
イ
ス
カ
が
創
立
60
周
年

を
迎
え
た
こ
と
に
ち
な
み
、
本
数

は
60
本
。
陽
光
桜
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
、
八
重
桜
の
3
種
類
の
苗
木
を

日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
（
人
の
背
丈
を

超
え
る
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
苗
で
、  

前
日
の
準
備
が
大
変
で
し
た
…
…
）。

　

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

植
樹
が
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り

断
念
。
し
か
し
、
当
日
は
、
大
野

敬
太
郎
内
閣
府
副
大
臣
、
三
豊
市

の
山
下
昭
史
市
長
、
カ
マ
タ
マ
ー

レ
讃
岐
の
池
内
秀
樹
社
長
を
は
じ

め
、
オ
イ
ス
カ
会
員
な
ど
約
60
名

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、
公
園
を

訪
れ
る
多
く
の
方
に
桜
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
の
思
い
で
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
林
に
よ
っ
て
美
し
い
景

観
が
生
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
の

憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
森
の
大
切

さ
を
実
感
で
き
る
場
所
に
も
し
た

い
と
考
え
、
例
年
オ
イ
ス
カ
が
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
イ
ブ
の
一
環
と
し
て
、
5
月

22
日
に
こ
の
場
所
で
下
草
刈
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
の
手

で
素
晴
ら
し
い
憩
い
の
森
に
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

宝
山
湖
公
園
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
三
豊
市
に
は
、  

イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
と
有
名
に
な
っ
た
父

母
ヶ
浜
な
ど
、
名
所
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
マ
タ
マ

ー
レ
讃
岐
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

公
園
で
の
活
動
な
の
で
、
お
子

さ
ん
連
れ
も
大
歓
迎
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
5
月
22
日（
日
）
10
時
〜
12
時

　

道
具
の
貸
し
出
し
も
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
鎌
や
草
刈
り
機
な
ど

を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
方
は
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
参
加
ご
希
望
の
方

は
事
前
に
支
部
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

T
E
L 

: 0
8
7
‐
8
2
1
‐
1
5
0
3

近
況

R
E
P
O
R
T

お
知
ら
せ

おらが

自慢！
200軒以上

食べ歩きましたが
この店のうどんが

最高！

　「うどん県」と名乗るほど、うどん

が名産の香川県ですから、やっぱり紹

介したいのは讃岐うどん。今では丸亀

製麺やはなまるうどんなど、讃岐うど

　　んのチェーン店が全国に広がり、  

　　　いつでもどこでも讃岐うどんが

　　　気軽に味わえるようになりまし

　　た。それでもやっぱり、地元香川

で食べる讃岐うどんは格別です！　

　支部の会員として、オイスカを支え

てくださっている製麺所やうどん屋も

ありますし、中には、出汁をとった後

のいりこを、四国研修センターの養鶏

用に提供してくださっているところも

あります。会員の皆さんも、それぞれ

に自分の “ひいき” の製麺所があり、   

コーヒーを飲みに喫茶店に入るような

感じで、毎日うどんを食べに行く人も

いれば、オイスカ本部の職員を激励し

ようと、お気に入りの製麵所でお土産

用のうどんを買って、定期的に届けて

いるという方もいます。

　私のおススメは丸亀市にあるA店の

利き出汁うどんです。3種類のお出汁

が楽しめます。コロナが終息したら、  

ぜひ皆さん「うどん県」にお越しくだ

さい！

やっぱりおいしい！  日本一の讃岐うどん
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〔TOPIC〕
女
性
の
支
援
を
目
指
し
て

女
性
の
力
で
前
進

1

2

目的

目的

内容

内容

　

熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の

始
ま
り
は
、
オ
イ
ス
カ
熊
本
推
進

協
議
会
の
石
原
靖
也
副
会
長
が
、  

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
を

目
的
に
2
0
1
8
年
5
月
に
現
地

を
訪
問
し
た
こ
と
に
遡
り
ま
す
。  

雄
大
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ

る
一
方
で
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
に
人
口
が
集
中
す
る
こ
と
で
、  

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
す
る
人

々
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
石
原
副

会
長
は
、「
都
市
部
の
女
性
の
社
会

的
立
場
の
向
上
と
収
入
増
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
取
り
組
み
を
構
想
。  

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
会
員
か
ら
の
出
資
も
受
け
、
モ

ン
ゴ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
品
を
日

本
で
販
売
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た

が
、
輸
入
許
可
や
検
疫
に
関
す
る

課
題
に
阻
ま
れ
、
進
捗
が
見
ら
れ

な
い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
き
詰
ま
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
助
け
舟
を
出
し
た
の
が

　

く
ま
も
と
未
来
創
造
基
金
の
宮

原
美
智
子
理
事
。
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
財
団
の

活
動
の
一
つ
、
子
育
て
中
の
女
性

サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
で
関
わ
り

の
あ
っ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
と
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
に
携
わ
る
モ
ン
ゴ
ル

の
女
性
グ
ル
ー
プ
と
を
つ
な
い
だ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
形
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
消
費
者

と
生
産
者
が
同
じ
立
場
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、  

5
ヵ
年
計
画
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス×

フ
ェ
ア
な
関
係
が
社
会
を
変
え
る

熊
本
発
！  

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
始
動

オ
イ
ス
カ
は
2
0
2
1
年
か
ら
の
10
ヵ
年
計
画
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

B
B
S（Business based Solution

／
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
好
事
例
と
も
い
え
る
の
が

熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
暮
ら
し
の
手
仕
事
・
マ
マ
応
援
）。

熊
本
の
女
性
た
ち
と
オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
総
局
と
が
連
携
し
て
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

初
年
度
と
な
っ
た
21
年
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信

と
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
熊
本

と
モ
ン
ゴ
ル
の
女
性
た
ち
と
の
交

流
を
実
施
。
商
品
開
発
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
い
、
フ
ェ
ル
ト
製

品
な
ど
の
テ
ス
ト
販
売
も
行
わ
れ

る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
計
画

通
り
進
捗
し
ま
し
た
。

　

女
性
た
ち
の
活
躍
を
目
に
し
た

石
原
副
会
長
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
を
経

験
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
男
の

感
覚
は
全
く
役
に
立
た
な
い
。
こ

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
国
や

立
場
を
超
え
た
〝
交
流
〞
と
い
う

フ
ェ
ア
な
関
係
が
あ
り
、
儲
け
や

損
と
い
っ
た
金
勘
定
で
動
く
従
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
決
し
て
あ
り
得

な
い
『
持
続
性
』
が
あ
る
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
交
流

「熊本とモンゴルの女性たちが自分らしく輝き暮らせる社会」を目指し、以下の ２ つのプログラムを実施

オンライン交流

両国間の相互交流／国境をこえたコミ
ュニティづくり

モンゴルと熊本とをつないださまざま
なオンラインイベントの開催

モンゴルの女性の生活水準向上と両国
の女性事業者支援

熊本とモンゴルの女性同士のコラボレー
ションによる商品づくり／両国で販路を
つくり、持続可能な形で運営を継続

ビジネスマッチング

一財

熊本×モンゴルプロジェクト HPはこちら
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モ
ン
ゴ
ル
で
の
成
果

新
た
な
広
が
り
も

現
地
の
人
材
が
強
み
に
な
る

型
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
社
会
が
変
わ
る

と
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
軌
道
に
乗
り
、

21
年
9
月
か
ら
22
年
2
月
ま
で
の

売
り
上
げ
は
92
万
円
に
達
し
ま
し

た
。
販
売
価
格
の
4
割
が
モ
ン
ゴ

ル
の
生
産
者
に
還
元
さ
れ
、
2
割

は
現
地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

う
オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
の
活
動
支

援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
モ

ン
ゴ
ル
の
女
性
や
障
害
者
の
就
労
・

起
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
女
性
応
援
基
金
」
を
立
ち
上
げ
、

売
り
上
げ
の
１
割
が
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
の
ニ
ン
ジ

ン
・
ギ
リ
ヤ
セ
ド
事
務
局
長
に
よ

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
モ
ン
ゴ
ル
へ

の
観
光
客
は
3
年
間
停
滞
し
て
お

り
、
以
前
は
観
光
客
向
け
に
販
路

が
あ
っ
た
生
産
者
た
ち
に
と
っ
て
、

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
た
な

販
路
が
開
け
た
と
い
う
点
で
も
、  

と
て
も
価
値
の
あ
る
事
業
と
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

と
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
で
き
、

商
品
が
喜
ば
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
こ
と
で
、「
明
る
く
前
向
き
な

気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
生
産

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
宮

原
さ
ん
は
、「
着
実
な
活
動
が
で
き

て
い
る
の
は
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動

に
よ
る
地
道
な
種
ま
き
が
、
花
開

い
て
い
る
か
ら
」
と
話
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
、
オ
イ
ス
カ

モ
ン
ゴ
ル
の
ニ
ン
ジ
ン
事
務
局
長

や
訪
日
研
修
生
O
B
で
ス
タ
ッ
フ

の
ト
ゥ
メ
ン
デ
ン
ベ
レ
ル
に
つ
い

て
「
信
頼
で
き
る
現
地
メ
ン
バ
ー

が
い
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
」
と

強
調
。
打
ち
合
わ
せ
や
相
談
が
日

本
語
で
で
き
る
こ
と
が
、
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
丸

本
文
紀
熊
本
推
進
協
議
会
会
長
は
、

オ
イ
ス
カ
が
持
つ
、
訪
日
研
修
生

O
B
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
や
各

国
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
す
こ
と
で
実
現
し
た
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
オ
イ
ス
カ
版
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
で
も

フ
ェ
ア
な
関
係
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
よ

り
よ
い
未
来
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

宮
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
日
本
在

住
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
方
か
ら
の
注

文
や
、「
モ
ン
ゴ
ル
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
お
礼
の
言
葉
も
届
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
製
品
の
購
入
を

通
じ
て
新
た
な
動
き
も
出
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の
一
つ
が
、  

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
環
境
教
育
を
推
進
す
る
熊

本
市
内
の
幼
稚
園
の
取
り
組
み
で

す
。
モ
ン
ゴ
ル
の
親
子
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
園
内
で
使
う
製

品
開
発
な
ど
の
相
談
が
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
製
品
の
素
晴
ら
し

さ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
た

方
か
ら
も
、
新
し
い
取
り
組
み
の

輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「国境を越え信頼できるコミュニティ」によ
る、小さいけれど信頼関係で作る経済循環を
目指しています。みんながハッピーになる価
格設定と「女性の就労支援」というSDGsの
視点も含んでいます。信頼できるモンゴルの
仲間から送ってもらうオーガニックな品物、
これからも楽しみです。

コロナ終息後は必ず訪問します！

プロジェクト担当　宮原  美智子

JJJAAAPPPAAANNN -K-KKUMUMUMAMAMAMOTOTTO-O-O-MMMOOONNNGGGOOOLLLIIIAAA

ハンドメイドのスリッパと靴下、ボトルケー
スを愛用しています。手作りの丁寧さと品質
の高さに驚きました。プロジェクトにスタッ
フとして参加し、モンゴルの現状を知ること
から始まりました。両国の女性や子どもたち
が笑顔になる活動を、現地スタッフの方と一
緒にできることを光栄に思っています。

フェルト製品愛用しています！

プロジェクト担当　田代  美和

2011～12年に四国研修センターで学び、帰国
後は、高松西ロータリークラブの支援を受け
て、ウランバートル市内の女性を対象とした
フェルトスリッパづくりの講習会を定期的に
実施しました。そうした経験も今回のプロジ
ェクトの土台となりました。

訪日研修後のプロジェクトが
活かされました！

オイスカモンゴル スタッフ　トゥブデンドルジ・トゥメンデンべレル

グループ内で常にコミュニケーションをとり
ながら、日本の方に喜んでもらえる、よい品
質のものを作る努力を続けてきました。その
結果、お互いに助け合う気持ちも強まりまし
た。今後は若い世代にも技術を伝え、この取
り組みを継承していきたいと考えています。

グループ内の絆も強まりました！

生産者グループリーダー　チュルンチメゲ・バルドルジ
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豊田  敏幸

西日本研修センター／副所長

足
腰
の
強
い
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

農
業
を
担
う
日
本
の
若
者
た
ち
も
育
て
た
い

パプアニューギニアを訪問しOBたちと再会

今月のこの人
　

国
内
研
修
セ
ン
タ
ー
で
農
業
指
導
を
担

う
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
は
最
古
参
。
こ
れ
ま

で
関
わ
っ
た
研
修
生
は
7
0
0
人
を
超
え

る
そ
う
。
研
修
生
た
ち
か
ら
は
「
お
父
さ

ん
」
と
慕
わ
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
な
が
ら
、
自

身
も
20
代
の
頃
に
は
た
く
さ
ん
の
「
お
父

さ
ん
」
に
支
え
ら
れ
て
今
が
あ
る
と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
は
、

各
国
に
出
向
き
、
ふ
る
さ
と
で
活
躍
す
る

O
B
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
や
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
き
た
豊
田
副
所
長
。
こ
れ
ま

で
の
オ
イ
ス
カ
の
取
り
組
み
と
、
自
身
が

思
い
描
く
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら
を
聞
き

ま
し
た
。

―
長
く
農
業
指
導
の
道
を
歩
ん
で
来
ら

れ
ま
し
た
ね

　

最
初
は
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
勤
務

で
し
た
。
当
時
は
技
術
面
も
含
め
、
自
分

に
確
固
た
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
か
、  

す
ご
く
辛
く
て
、
2
年
ぐ
ら
い
は
逃
げ
た

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時

に
、
近
所
の
ぶ
ど
う
農
家
さ
ん
、「
お
父
さ

ん
」
っ
て
呼
ん
で
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
お

父
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
山
梨
の
ぶ
ど

う
の
苗
屋
さ
ん
で
1
年
間
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
。
そ
こ
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ

て
24
歳
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト
。
お
父
さ
ん

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
毎

晩
の
よ
う
に
入
り
浸
っ
て
、
話
を
聞
い
て

も
ら
っ
て
、
叱
ら
れ
な
が
ら
、
技
術
の
面

で
も
、
働
く
姿
勢
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
ね
。
1
年
間
セ

ン
タ
ー
を
離
れ
て
勉
強
し
た
こ
と
で
、
果

樹
に
つ
い
て
は
自
信
を
持
て
た
か
ら
、
そ

れ
以
降
は
、
ト
マ
ト
な
ら
碧
南
の
あ
の
人

に
、
ス
イ
カ
な
ら
地
元
の
あ
の
人
に
…
…

っ
て
、
会
員
さ
ん
や
、
そ
の
お
知
り
合
い

の
農
家
さ
ん
を
訪
ね
て
は
技
術
を
学
ん
で

き
た
。  

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
研
修

生
か
ら
ボ
ロ
カ
ス
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、「
ク
ッ
ソ
ー
」
と
思
い
な
が
ら
、
が

む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
感
じ
。
と
に
か

く
研
修
生
に
満
足
し
て
帰
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
勉
強
し
な
が
ら
、
30
歳

ぐ
ら
い
で
や
っ
と
指
導
員
ら
し
く
な
っ
て

き
た
と
思
う
。
そ
の
頃
、
J
I
C
A
の
研

修
生
の
受
け
入
れ
も
経
験
し
て
、
帰
国
後

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
り
す

る
中
で
、
研
修
生
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
帰
国
後
の
彼
ら

の
姿
こ
そ
が
、
研
修
の
成
果
だ
と
強
く
認

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
そ
れ
で
O
B
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね　

　

34
歳
の
時
に
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に

異
動
し
た
こ
と
も
転
機
に
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
M
U
F
G
の
支
援
が
始
ま
り
、

毎
年
研
修
生
10
名
の
受
け
入
れ
費
用
を
支

援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
の
成
果

を
上
げ
、
そ
れ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
帰
国
し
た
研
修
生
が
現
地
で
活
躍

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
と
常
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
帰

国
後
に
農
業
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
O
B

か
ら
の
報
告
を
聞
く
と
、
ど
こ
の
国
も
農

業
機
械
が
普
及
し
て
い
な
い
た
め
、
全
て

手
作
業
で
行
っ
て
い
る
状
況
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
苦
労
し
な
が
ら
日
本
で
の
経
験

を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
る
彼
ら
の
た
め
、

そ
し
て
、
各
国
の
農
業
を
支
え
る
人
材
の

裾
野
を
広
げ
る
た
め
の
協
力
が
で
き
な
い

か
と
の
思
い
か
ら
、
農
業
機
械
の
普
及
に

向
け
た
レ
ン
タ
ル
事
業
を
考
え
て
い
ま
す
。

―
面
白
い
取
り
組
み
で
す
ね
。
国
内
研

修
セ
ン
タ
ー
の
若
手
指
導
員
の
育
成
に
も

よ
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
す
か

　

国
際
協
力
（
外
国
人
青
年
へ
の
農
業
指

導
）
の
枠
組
み
で
の
募
集
だ
け
で
は
な
く
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
広
げ
て
い
く
つ
も
り

で
、
新
規
就
農
希
望
者
に
広
く
門
戸
を
開

く
の
が
い
い
か
な
ぁ
と
。
今
、
う
ち
の
セ

西日本研修センター
いいところですよ～！
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脇山校区自治会
会長

重松  重興さん

研修生がいてこその研修センター（西日本研修センター）

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
飯
川
（
裕
基
）

君
は
、
元
々
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
脇
山
地
域

で
の
就
農
を
考
え
て
い
て
、
脇
山
の
自
治

会
長
の
重
松
さ
ん
か
ら
オ
イ
ス
カ
を
紹
介

さ
れ
て
き
た
け
ど
、
こ
の
田
舎
で
は
1
人

で
農
業
や
っ
て
い
く
っ
て
大
変
で
し
ょ
。  

彼
も
こ
う
い
う
形
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
け
ど
、
双
方
に
と
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
こ
れ
を
一
つ
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
に
し
た
い
。
た
だ
、
今
の
セ
ン

タ
ー
は
足
腰
が
弱
い
か
ら
、
受
け
皿
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
。
だ
か
ら
農
業
研
修
や
圃

場
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

海
外
の
研
修
生
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
農
業
を

や
り
た
い
日
本
の
若
者
を
た
く
さ
ん
受
け

入
れ
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
9
8
8
年
に
オ
イ
ス
カ
開
発
教
育
専
門
学
校
入
学
。

91
年
よ
り
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
し
、
2
0
0
4
年
に
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
異

動
、
現
在
に
至
る
。
神
奈
川
県
出
身
。
2
男
2
女
の

父
。

豊
田  

敏
幸
（
と
よ
だ  

と
し
ゆ
き
）

自治会長さんからひとこと

とある日の

豊田副所長の1日

22年2月。研修生がいないセンターでも、研修
農業の管理は日々続いています。毎日たくさん
のボランティアの皆さんが農作業の手伝いに来
てくださっていて、とても助かっています！

06：30 点呼

苗をシートで覆い、電気をつけて苗床を暖かくして
この日の作業は終了です。

07：30 朝食
センターの食堂で朝食。２月は地元からたくさん猪
肉をいただくので朝から食べることも。

研修生がいない寂しい点
呼。国旗掲揚、掃除もス
タッフだけで行います。

08：30 出荷作業開始
毎日多くのボランティア
さんが来てくださいます。
この日は昨年７月から毎
週月曜日に来られる脇山
野営場整備協力隊の皆さ
んと出荷作業。

10：00 苗の管理
夏野菜の苗の管理。２月
でもハウスの中は20 度
を超えることも。気温変
化が大きいためハウスを
開けたり閉めたり、苗が
乾いてないか何度も確認。

13：00 トマトの接ぎ木
光が当たらず風もない場
所での作業。中部日本研
修センター勤務時代に碧
南の “お父さん” から学
んだ技術を磨き続けてい
ます

17：30 作業終了

右のおふたりは
料理人！

温度管理には気を配ります！
　脇山地区は福岡市早良区の面積の３割
を占めていてほとんどが山林、農地です。
高齢化率40％のこの地域では、山間地農
業を続けられる人が少なく、オイスカに
田んぼや畑の管理を依頼することも増え
ています。オイスカには研修生やスタッ
フなどの若い人たちがいて、センターの
そばにある早良高校と並んで地域に活気
を与えてくれる存在です。センターで行

われるサマーナイトフェスティバルや収穫祭などには多くの
人が集まってきて、地域の活性化につながっています。
　今はコロナの影響で研修生がいなくて寂しいですが、いつ
も彼らが帰国する時にはセンターで見送ります。一度だけフ
ィジーを訪問して研修生OBに再会したことがあります。「脇
山の皆さんにお世話になった。家族のようだった」と言って
帰っていく研修生が、母国で活躍する姿を、また見にいきた
いと思っています。
　豊田さんは毎日長靴で脇山を駆け回って、みんなに気さく
に声をかけてくれ、みんな豊田さんのことを頼もしく感じて
います。これからも脇山で頑張ってもらいたいです。
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SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

一
人
の
研
修
生
O
B
の
思
い
が
奇
跡
の
森
へ

ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

撮影：フィリピン・ヌエバビスカヤ州

2020年

1996年

 ヌエバビスカヤ州では、第二次世界
大戦後、木材需要の高まりを受けて急
速に伐採が進み、はげ山化が進行。水
源が枯れ果て、同地の村に「乾燥した
荒地」という意味を持つキランという
名前がつけられるほどになってしまい
ました。この荒廃した山に森林を再生
しようとオイスカの訪日研修生OBた
ちが立ち上がり、1993年より「ヌエバ
ビスカヤ植林プロジェクト」がスター
ト。台風被害や山火事などの課題に立
ち向かいながら挑戦を続け、現在、水
源林としての機能を持ち、キラン村を
潤すおよそ600haの奇跡の森へと再生
しつつあります。
　このプロジェクトの責任者は、OB

のマリオ・ロペスさん。82年の訪日研
修時に、日本の美しい山々や豊かな自
然が維持されている姿を見て、植林プ
ロジェクトの発想を得たといいます。
以来、ふるさとの山に森を蘇らせるこ
とがロペスさんの夢となり、研修生OB
や地域の人々と共に、育苗から植林、
その後の維持管理を行ってきました。
日本からも大勢のボランティアが訪れ、
作業に汗を流しています。
　「何十年かかってでも、全ての山に
木を植える」
　現在も、山火事やコロナ禍での移動
制限に見舞われながらも、今や一人の
思いではなくなった夢を叶えるため、
活動が続けられています。

日本の皆さん
お元気ですか？

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

プロジェクト責任者
マリオ・ロペス
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朝食時、一日の“元気の源”である梅干しを一人ひとりに配り歩
く廣瀬兼明所長（右）の姿が、センターの日常となっています

OISCA

レストラン

お漬物＆梅干し

研修生から
“大坪お父さん”と
呼ばれています！

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」をご紹介します！

B
O

O
K

「卵のふわふわ」 八丁堀喰い物草紙・江戸前でもなし
宇江佐真理　著／講談社　刊／680円（税別）

　隠密廻り同心・椙田正一郎の妻のぶは、夫の冷たい言動に日々悩まさ
れていた。いつも助け舟を出してくれるのは「喰い道楽」で心優しい舅
忠右衛門。江戸・八丁堀を舞台に繰り広げられる、温かくもどこか切な
い家族の物語―。各章で登場する「黄身返し卵」や「淡雪豆腐」など
の印象的な食べ物が、人々の心情をより鮮やかに映し出す。一味違う読
後感を楽しみたい方におすすめです。（本部K）

　毎年、２月ごろになると、西日本研修センターから大きな段
ボールが本部事務所に届きます。中身は、大根の生漬け、はり
はり漬け、高菜炒め、そして梅干し。これらは、センターの食
堂で腕を振るう大坪徳生さんをはじめとする食堂スタッフのお
手製で、センターの畑で採れた販売に向かない形の悪い野菜を
おいしく活用したものです。研修生やスタッフのみならず、農
業ボランティアの皆さんからも大人気で、センターで収穫され
た白米とあわせて食べると、おいしさも倍増。本部スタッフの
中にもファンは多く、すぐに売り切れてしまいます。
　お漬物や梅干しは、センターが参加するマルシェやバザーに
出品されることもあります。お見かけの際は、ぜひご賞味くだ
さい！

“お父さん”  お手製！
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

日
・
バ
国
旗
ピ
ン
バ
ッ
ジ

パ
ン
ジ
ャ
ビ（
シ
ャ
ツ
）

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

チャリティランナーの応援
ありがとうございました！

第10回大阪マラソン・第77回びわ湖毎日マラソン

E-m
ail　

oisca@
oisca.org

2月27日に予定されていた大阪マラソンは、残念ながら一般ラン
ナーの出場が中止となり、ご支援くださった方たちの思いと共に
走ろうとトレーニングを積んできた、オイスカのチャリティラン
ナーたちも涙を飲む結果に。“自身の気持ちに区切りをつけるため”
のマラソンにチャレンジしたオイスカスタッフのレポートをご紹
介し、皆さまからのご支援へのお礼に代えさせていただきます。

　

今
年
、
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

は
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
（
ま
た
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
は
70
周
年
、
モ

ル
デ
ィ
ブ
と
は
55
周
年
と
い
う
節
目

で
も
あ
り
、
日
本
政
府
は
2
0
2
2

年
を
「
日
本
・
南
西
ア
ジ
ア
交
流
年
」

と
定
め
、
南
西
ア
ジ
ア
各
国
と
日
本

と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
）。

　

オ
イ
ス
カ
は
1
9
7
1
年
の
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
以
前
か
ら
同
地

（
当
時
は
東
パ
キ
ス
タ
ン
）
で
活
動

し
て
お
り
、
オ
イ
ス
カ
総
局
の
設
立

は
64
年
の
こ
と
。
東
パ
キ
ス
タ
ン
総

局
と
し
て
立
ち
上
げ
、
独
立
後
に
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
局
に
名
称
を
変
え
、

今
年
58
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

独
立
直
前
の
70
年
、
東
パ
キ
ス
タ

ン
が
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
を
受
け
た

際
、
オ
イ
ス
カ
は
同
総
局
か
ら
の
協

力
要
請
を
受
け
、
全
国
で
募
金
活
動

を
展
開
。
現
地
に
調
査
団
を
送
り
、  

被
害
状
況
や
必
要
な
支
援
を
調
査
し

た
上
で
、
救
援
団
を
派
遣
し
て
被
災

地
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
81
年
に
ダ
ッ
カ
研
修
セ

ン
タ
ー
を
設
立
。
87
年
に
は
オ
イ
ス

カ
で
初
と
な
る
女
性
の
た
め
の
研
修

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
両
セ
ン
タ
ー

と
も
に
、
現
在
も
現
地
青
年
の
育
成

の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
は
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
男
性
用
シ
ャ
ツ

「
パ
ン
ジ
ャ
ビ
」
2
種
類
と
、
日
本
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
旗
の
ピ
ン
バ

ッ
ジ
。
ご
覧
の
通
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
国
旗
は
、
日
本
の
国
旗
と
同

様
に
赤
い
太
陽
が
描
か
れ
た
シ
ン
プ

ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
パ
ン
ジ
ャ
ビ

は
男
性
の
正
装
で
、
通
常
は
膝
下
に

届
く
ほ
ど
の
丈
の
長
さ
で
す
が
、
こ

ち
ら
は
気
軽
に
着
ら
れ
る
丈
で
、
ポ

ケ
ッ
ト
ま
で
付
い
た
若
干
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
「
パ
ン
ジ
ャ
ビ
風
シ
ャ
ツ
」
と

い
え
そ
う
で
す
。
シ
ル
ク
製
で
日
本

の
紬
の
よ
う
な
風
合
い
と
落
ち
着
い

た
光
沢
、
襟
の
部
分
に
施
さ
れ
た
刺

繍
が
上
品
な
印
象
で
す
。

❶
ピ
ン
バ
ッ
ジ　

❷
シ
ャ
ツ（
白
／
L
）　

❸
シ
ャ
ツ（
茶
色
／
3
L
）

そ
れ
ぞ
れ
1
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
は
が
き
か
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ご
希
望

の
番
号
、
今
月
号
の
感
想
、「
4
月
号

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
明
記
の
上
、  

次
の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。  

4
月
末
日
締
切
で
す
。

〒
1
6
8
‐
0
0
6
3

東
京
都
杉
並
区
和
泉
2
‐
17
‐
5

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

「
O
I
S
C
A
」
編
集
部

　出場中止を知らされたのは大会10日前の2月16日。40㎞走って
帰ってきたときのことです。複雑な心境でしたが、マラソン以外
でも多くの方が同じように残念な思いをしてきたのだと実感。
　マラソン当日の2月27日は、朝6時に自宅を出発。本来であれば
皆さまに感謝の気持ちをお伝えし、完走のご報告をするところで
すが、気持ちの整理やトレーニング成果の確認という単なる自己
満足になってしまいました。42km以上は
走ったと思います。最後は少し歩いてし
まいましたが、4時間30分でした。
　大阪で走れなかったのは残念でしたが、
学びの多い時間を過ごせました。ありが
とうございました。

（中部日本研修センター　筑田）

　3月5日に本部事務所の横を流れる神田川沿いを走りました。「海
岸林再生プロジェクト」を担当してきた吉田俊通部長が自転車で
後ろを走ってくださっていたので、一人のトレーニングの時とは
違ったプレッシャーを感じながら走ることができました。
　中止になってほっとした気持ちもありましたが、もう少し決定
が早ければ……という思いもあり、複雑な気持ちでした。多くの
方々にご支援いただいたので、大阪で走
って、よい報告をするのが一番のお礼だ
と思っていましたが、叶いませんでした。
それでもこうして走ることができ、フル
マラソンには及びませんでしたが、少し
自分の気持ちに区切りが付けられました。

（本部　ハルハル）

❶ピンバッジ

❷シャツ（白／L）

❸シャツ（茶色／3L）
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

2
0
2
1
年
度  

オ
イ
ス
カ
冬
募
金

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
1
月
21
日
〜
1
月
31
日
ま
で
の
間
、

本
部
登
録
済
分
。
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
特
別
法
人

【
大
阪
府
】タ
カ
シ
マ
ヤ
一
粒
の
ぶ
ど
う

基
金

■
維
持
法
人

【
東
京
都
】ホ
ー
チ
キ
株
式
会
社【
愛
知

県
】株
式
会
社
エ
ア
ー
サ
プ
ラ
イ
／
弁

護
士
法
人
ア
ー
ヴ
ェ
ル
／
弥
栄
工
業
株

式
会
社
／
株
式
会
社
鈴
木
産
業
／
天
神

山
電
設
株
式
会
社
／
株
式
会
社
大
喜
荘

【
岐
阜
県
】株
式
会
社
土
地
の
果
実【
香

川
県
】株
式
会
社
坂
井
工
務
店

■
維
持
個
人

【
愛
知
県
】村
上
典
子
／
鈴
木
崇
司

1
月
1
日
〜
1
月
31
日
ま
で
に
い
た
だ

い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。（
順
不
同
、
敬

称
略
）

●
全
国
電
力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連

合
／「
子
供
の
森
」計
画
と
海
外
開
発
協

力
事
業
に
合
わ
せ
て
5
1
0
万
円

●
新
倉
和
歌
子（
東
京
都
）／
人
材
育
成

事
業
に
2
0
0
万
円 

●
九
州
電
力
株
式
会
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

2
8
7
万
4
1
4
2
円

●
株
式
会
社
九
電
工
／
西
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

1
6
6
万
5
0
0
0
円

●
金
丸
信
吾（
山
梨
県
）／
啓
発
普
及
事

業
と
海
外
災
害
支
援（
フ
ィ
リ
ピ
ン
台

風
被
害
復
興
支
援
）に
合
わ
せ
て
1
0
0

万
円

●
東
日
本
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社

／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計
画

に
合
わ
せ
て
72
万
1
3
0
0
円

●
ネ
ク
ス
タ
グ
ル
ー
プ（
ネ
ク
ス
タ
株

式
会
社
・
ネ
ク
ス
タ
ラ
ッ
ピ
イ
株
式
会

社
・
ネ
ク
ス
タ
パ
ッ
ケ
イ
株
式
会
社
・

株
式
会
社
ミ
ツ
ワ
紙
工
所
）／
啓
発
普

及
事
業
と「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と「
子
供
の
森
」計
画
に
合
わ
せ
て

69
万
4
1
7
3
円

●
九
州
電
力
労
働
組
合
／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
65
万
円

●
日
本
板
硝
子
労
働
組
合
／「
海
岸
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
15
万
5
2
2
1

円●
栁
沼
ミ
ヨ（
静
岡
県
）／
啓
発
普
及
事

業
に
50
万
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
15
万

4
8
6
0
円

●
積
水
化
学
労
働
組
合
／「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
30
万
円

●
ホ
ッ
コ
ー
商
事
株
式
会
社
／
啓
発
普

及
事
業
に
25
万
3
6
6
円

●
山
本
哥
子（
福
岡
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
20
万
円

●
株
式
会
社
天
狗
堂
／「
子
供
の
森
」計

画
に
20
万
円

●
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
21
／
海
外
開
発
協
力

事
業
に
20
万
円

●
社
会
福
祉
法
人
西
日
本
新
聞
民
生
事

業
団
／
人
材
育
成
事
業
に
18
万
円

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
株
式
会

社
九
州
北
部
統
括
支
社
／
人
材
育
成
事

業
に
14
万
5
2
2
6
円

●
オ
イ
ス
カ
高
校
職
員
一
同
／
啓
発
普

及
事
業
に
10
万
2
0
0
0
円

●
株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
／「
子
供

の
森
」計
画
に
10
万
円

●
株
式
会
社
オ
ー
レ
ッ
ク
／「
子
供
の

森
」計
画
に
10
万
円

●
岡
崎
昌
三（
兵
庫
県
）／
啓
発
普
及
事

業
に
10
万
円

1
月
1
日
〜
1
月
31
日
ま
で
に
2
0
2

1
年
度
オ
イ
ス
カ
冬
募
金
に
い
た
だ
い

た
寄
附（
10
万
円
以
上
）は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
櫻
木
久
枝（
愛
知
県
）／
30
万
円

●
豊
田
汽
缶
株
式
会
社
／
30
万
円

●
酒
井
屋
旅
館
／
30
万
円

●
平
吹
禎
佑（
愛
知
県
）／
10
万
円

●
東
洋
金
属
株
式
会
社
／
10
万
円

●
倉
金
一
廣（
茨
城
県
）／
10
万
円

●
松
井
徳
之
進（
静
岡
県
）／
10
万
円

●
小
野
瀬
武
康（
茨
城
県
）／
10
万
円

●
勝
田
好
和（
愛
知
県
）／
10
万
円

●
種
村
高
一（
茨
城
県
）／
10
万
円

●
四
日
市
電
機
株
式
会
社
／
10
万
円

●
株
式
会
社
村
金
／
10
万
円

●
オ
イ
ス
カ
茨
城
推
進
協
議
会
／
10
万

円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

互恵的協力への
気づき（仮）

今月の表紙写真

Photo by Ninjin Giliyased

 

「日本人が来てくれた！」
子どもたちの歓迎の踊
りには、うれしい気持
ちがあふれている。コ
ロナ禍で国境を越えた
往来ができずにいる間
も、彼らは日本人と一
緒に植えた日の思い出
を胸に、木のお世話を
続けてくれている。

（モンゴル）



●特別会員（年額1口） 個人／5万円法人／10万円

●維持会員（年額1口） 個人／2万円法人／  4万円

●マンスリーサポーター 個人／月々 2,000円～

　オイスカは、会員・支援者の皆さまからの会費や寄附金によって運営
されています。「公益法人」としての認定を受けているため、所得税・法
人税・相続税、また条例で定められた自治体では住民税も控除対象とな
ります。受領書をお届けしますので、申告の際にご利用ください。

※海外の支援地域の活動案内（年1回）やニュースレター（年2回）をお届けします。
※子どもたちからのグリーティングカード（年1回）が届きます。

※特別会員と維持会員には、会員としての差異はなく、口数とともに、自由にお選び
　ください。
※会員、マンスリーサポーターの皆さまには、広報誌「ＯＩＳＣＡ」をお届けします。
※新入会年度は、入会月によって納入金額が異なります。

個人・法人／5,000円●「子供の森」計画支援金（年額1口）

〒168-0063 東京都杉並区和泉2-17-5
3（03）3322-5161  5（03）3324-7111　
E-mail oisca@oisca.org　

お問い合わせや資料請求のお申し込みは

https://oisca.org/

ウェブからも支援のお申し込みができます　 https://oisca.org/

OISCA NETWORK

国内支部

国内研修センター
中部日本研修センター
関西研修センター
四国研修センター
西日本研修センター

〒470-0328 愛知県豊田市勘八町勘八27-56 30565-42-1101 50565-42-1103 
〒563-0101 大阪府豊能郡豊能町吉川120 3072-738-3699 5072-738-3901
〒761-2103 香川県綾歌郡綾川町陶5179-1 3087-876-3333 5087-876-3334
〒811-1112 福岡県福岡市早良区小笠木678-1 3092-803-0311 5092-803-0322

北海道支部
宮城県支部 
首都圏支部
山梨県支部
長野県支部 
富山県支部
静岡県支部
愛知県支部 
岐阜県支部
関 西 支 部
広島県支部
四 国 支 部
西日本支部

〒062-0931 札幌市豊平区平岸1条1丁目8-8 ラルズ生活研究センター1F 3011-867-9684 5011-867-9685  　
〒980-0014 仙台市青葉区本町2-10-28 カメイ仙台グリーンシティビル6F 3022-265-3350 5022-265-3350
〒168-0063 東京都杉並区和泉2-17-5 (公財）オイスカ内 303-3322-5161 503-3324-7111
〒400-0016 甲府市武田1-2-5 3F 3055-267-5951 5055-267-5951
〒380-0838 長野市県町584 長野県経営者協会総務部内 3026-235-3522 5026-235-3529 
〒939-2226 富山市下タ林280-3 3076-468-7120 5076-468-7128
〒431-1115 浜松市西区和地町5815 3053-401-3980 5053-401-3981
〒470-0328 豊田市勘八町勘八27-56 オイスカ中部日本研修センター内 30565-42-1162 50565-42-1103 
〒503-8603 岐阜県大垣市久徳町100番地 太平洋工業㈱本社内 30584-47-9420 50584-47-9419
〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町4-4-1 新御堂ビル 306-6244-2366 506-6244-9422 
〒730-0041 広島市中区小町4-33 ㈱エネルギアL＆Bパートナーズ内 3082-242-7804 5082-242-4706
〒760-0017 高松市番町2-17-15 ファロス第1ビル2F 3087-821-1503 5087-821-1536
〒811-1112 福岡市早良区小笠木678-1 オイスカ西日本研修センター内 3092-803-0311 5092-803-0322

福　島  
茨　城  
神奈川　
三　重 
奈　良
岡　山
徳　島
愛　媛
高　知 
佐　賀 
長　崎 
熊　本 
大　分 
宮　崎 
鹿児島
沖　縄 

〒963-0534 郡山市日和田町字大窪50-8 ㈲根本産業内 3024-958-2643 5024-958-3741
〒311-0113 那珂市中台852-9 3029-298-2539 5029-298-2539
〒231-0003 横浜市中区北仲通3-33 関内フューチャーセンター 3080-5016-2584
〒510-0958 三重県四日市市小古曽1-1-7 中村建設㈱内 3059-345-1101 5059-345-0745
〒630-8444 奈良市今市町53-6 30742-63-6277 50742-63-6277
〒700-0011 岡山市北区学南町2-6-11 PORTA美容室内 3086-252-3027 5086-252-3027
〒770-8555 徳島市寺島本町東2-29 四国電力㈱徳島支店総務課内 3088-656-4593 5088-656-4511
〒790-0924 松山市南久米町乙24-84 3070-8524-0349 5089-948-8682　
〒780-0870 高知市本町1-6-24 高知商工会議所総務企画部内 3088-875-1177 5088-873-0572
〒840-0826 佐賀市白山2-1-12-4F 30952-28-1368 50952-28-1368
〒858-0908 佐世保市光町109 ㈱堀内組内 30956-47-2127 50956-48-5069
〒865-0055 玉名市大浜町2173-1 丸光グループ本社内 30968-76-2161 50968-76-2162
〒870-0002 大分市浜の市1-3-7 ㈲大地企画内 3097-533-2101 5097-533-5040
〒880-0843 宮崎市下原町227-6 30985-26-5673 50985-26-5673　
〒892-0817 鹿児島市小川町15-1 ㈱南日本総合サービス内 3099-224-3833
〒902-0077 沖縄県那覇市長田2-12-9 セレクション長田101 3098-943-2871 5098-943-2881

■
令
和
4
年
4
月
1
日
印
刷 

■
令
和
4
年
4
月
5
日
発
行 

■
オ
イ
ス
カ 

■
通
巻
6
9
7
号

4
A
PRIL
20
22

人と育む、地球といきる

人々がさまざまな違いを乗り越えて共存し、自然と調
和して生きる世界

●互いを理解し尊重　●土から離れない
●感謝の心を持ち、へこたれない「人」を育む
●地域に根差し、住民の｢良くしたい｣を尊重

私たちは、すべてのいのちが健やかに守られるよう、
感謝の心を持つ「人」を育み、いのちの土台となる森
づくりや、共に助け合う社会づくりに取り組みます

●先を展望する想像力を持つ
●着実に一歩ずつ積み重ねる
●仲間とともにチーム力を発揮する
●挑戦し続ける　　●経験から学び進化する　
●感謝の心を持つ　●真摯である　
●へこたれない　　●人間味にあふれ、楽しみながら！

実現したい未来

日々果たすべき使命・存在意義

私たちが大切にしていること

Visionを達成するために、
私たち一人ひとりが
日々実践する心のあり方

理念

公益財団法人オイスカ
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